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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　９月　３日　（金）
司会者　佐々木　美香　　　記録　川守田　弘子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・庶務より、オーダリングに「重曹」が追加になったとのことです。使用したい際は、発注してみてください。

・演芸慰問者のリハーサルを9/5 10:00～　と9/8 10:30～　行ないます。
鍵は、担当スタッフが開閉しますが、出入りが多くなるので、患者様の離院などに注意していきましょう。

・9/3 14:00～　と9/6 9:00～　メンタル３階にて試験と行っています。

  人の出入りが多くなるので、患者様の所在確認を徹底していきましょう。

・若年性認知症啓発フォーラムへの参加が現段階で参加者数が少ないとのことで、参加協力の依頼がありました。

当日の出勤者から何人か出席としますが、当日、日勤勤務以外で参加の希望があれば、小向SGMへ連絡して下さい。

内容として、

　・日　時：平成22年9月8日

　　　　　　13:30～16:30（受付・会場は13:00～）

　・場　所：東奥はちのへホール

　・参加費：1000円

　・テーマ：第1部　若年性認知症者に必要な支援

　　　　　　第2部　パネルディスカッション　若年性認知症の支援体制
・9/7に外部の方の施設見学があります。掃除を徹底していきましょう。

・カルテチェックの不足があり、チェックが入っているものの期限が、本日までとなっています。まだのスタッフへ早めに進めていきましょう。

・９月は、提出物が多いので、早めに取り掛かるようにし、期限内の提出をしていきましょう。

・9/11（土）ふれあい祭りがあります。

　屋台の出店がある為、食事量の調整をどのようにどのようにしていくのか、今後、検討予定となっています。

　演芸の内容が、WIZの掲示板の掲示されています。又、バザーの出店場所が前年度と変更になっています。各自確認をし、当日の誘導の際は、スムーズに誘導が出来るようにしましょう。また。当日は、スタッフへや外部の人の出入りが多くなるので、患者様の所在確認を徹底し、離院に注意していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・山田　典子様～昨日、準夜帯にて、採血の結果が至急ファックスで届き、主治医へ報告しています。

　　　　　　　　カリウム値が低値であることから、

　　　　　　　　クラビット(500)　1Ｔ　1×夕食後

　　　　　　　　アスパラＫ(300)　6Ｔ　3×ndE      7日分　処方となっています。

　　　　　　　　9/8の採血の指示あり。（結果は至急ファックス）

　　　　　　　　又、血圧、脈拍４検（朝・昼・夕・寝る前）の指示あり、不整脈に注意してくださいとの事です。

・島脇　てる様～ノボリンＮフレックスペン１本処方となっています。

　　　　　　　　高・低血糖症状に注意していきましょう。

・吉田　寿雄様～ノボリンＮフレックスペン１本処方となっています。

　　　　　　　　低血糖症状に注意していきましょう。

・田端　玲子様～排便コントロールの為、シンラック液が１本処方となっています。

　　　　　　　　排便状態に注意していきましょう。

・瀬川　はな様～臨時薬４日分継続処方となっています。内容の変更はありません。

　　　　　　　　食事に対する拒否も見られています。

　　　　　　　　引き続き、腹部の状態や精神状態に注意していきましょう。

・長根　矢一様～ご家族（長男）様より、連絡あり。改めて、現在の皮膚状態について説明し、早期の治癒、回復する為には、専門的に診ていただく必要がある事、その場合は、ご家族の付き添いが必要であり、介護タクシーなどの利用も必要である事を伝えています。

　　　　　　　　本日、ご家族様が来院され、八戸赤十字病院皮膚科への受診を希望されています。月曜日に主治医へ情報提供し、受診の方向で決めていく予定となっています。

・村田　タカ様～ご家族様の面会あり、山田SWと話をしています。今後の方向性としては、自宅療養し、クローバーズピアの通所利用を希望されています。

　　　　　　　　ケアマネへのその方向で依頼していくとのこです。

　　　　　　　　今後について、もっと詳しく決めていきたいとの事なので、ご家族面会時には、山田SWへ連絡してください。

＜排泄ケア検討＞

・丸屋　庄司様～現在、オムツは家族ですが、連絡がなかなかつきにくく、ついても持って来ていただけるまでに時間を要している状況です。

　　　　　　　　今後、１ヶ月の使用量をチェックし可能であれば業者への切り替えも検討していく予定となっています。

・瀬川　はな様～現在、腰痛、腹痛の訴えが強く、自力でトイレへ行くことが出来ず、オムツで対応しています。

　　　　　　　　スタッフ介入時に、やや演技的に疼痛を訴える様子も見られているようです。引き続き、時間での排泄確認を続けていきましょう。

・吉田　光男様～現在、夜間はリハビリパンツを使用しています。しかし、最近、夜間は、自力にてトイレへは行かず、失禁が見られています。

　　　　　　　　今後は、おためしで、カバータイプのオムツを使用しオムツはずしなどなく、使用可能であれば検討していきましょう。

今後、現在、使用しているCDユニットの排泄板の見直しをして行く予定となっていま

す。現在、排泄が自立している患者様と介入が必要な患者様の欄が分かれていますが、時折、失禁とか見られるため、全員の一覧にしたほうが、使用しやすいのではないか。パットの使用量の記載欄もあったほうが、使用量の把握がしやすく、ご家族様への現在の使用量を説明し、必要分の依頼がしやすいのではないかとの意見が出ています。

















































